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概要概要

Red Hat OpenShift Service on AWS のリリースノートには、新機能と拡張機能、注目すべき技術的
変更、主要な修正、および一般公開時の既知問題がすべて記載されています。
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第1章 OPENSHIFT DEDICATED の新機能
OpenShift Dedicated は Kubernetes を基盤とする完全な OpenShift Container Platform クラスター
で、高可用性のために設定された、単一のお客様専用のクラウドサービスとして提供されます。

OpenShift Dedicated は Red Hat によって管理され、Amazon Web Services (AWS) または Google
Cloud Platform (GCP) でホストされます。各 OpenShift Dedicated クラスターには、完全に管理され
る コントロールプレーン (Control および Infrastructure ノード)、アプリケーションノード、Red Hat
Site Reliability Engineer (SRE) によるインストールおよび管理、プレミアム Red Hat サポート、および
クラスターサービス (ロギング、メトリック、監視、通知ポータル、クラスターポータル) が含まれま
す。

OpenShift Dedicated クラスターは Hybrid Cloud Console で利用できます。Red Hat OpenShift Cluster
Manager アプリケーションを使用すると、OpenShift Dedicated クラスターをオンプレミスまたはクラ
ウド環境のいずれかにデプロイすることができます。

1.1. 新しい変更と更新

1.1.1. Q3 2024

A100 80GB GPU を使用したを使用した GCP A2 インスタンスタイプのサポート。インスタンスタイプのサポート。Google Cloud Platform
(GCP)上の OpenShift Dedicated は、A100 80GB GPU を使用した A2 インスタンスタイプを
サポートするようになりました。これらのインスタンスタイプは、IBM Watsonx.ai によって一
覧表示される特定の要件を満たします。詳細は、Google Cloud のコンピューティングタイプ
を参照してください。

GCP 標準インスタンスタイプのサポートを拡張しました。標準インスタンスタイプのサポートを拡張しました。OpenShift Dedicated on Google
Cloud Platform (GCP)は、コントロールプレーンとインフラストラクチャーノードの標準イン
スタンスタイプをサポートするようになりました。詳細は、コントロールプレーンとインフラ
ストラクチャーノードのサイジングとスケーリング を参照し てください。

OpenShift Dedicated リージョンが追加されました。リージョンが追加されました。OpenShift Dedicated on Google Cloud
Platform (GCP)が以下のリージョンで利用できるようになりました。

Melbourne (australia-southeast2)

Milan (europe-west8)

Turin (europe-west12)

Madrid (europe-southwest1)

Santiago (southamerica-west1)

Doha (me-central1)

Dammam (me-central2)

利用可能なリージョンの詳細は、リージョンと可用性ゾーン を参照してください。

1.1.2. Q2 2024

クラスター削除保護クラスター削除保護: OpenShift Dedicated on Google Cloud Platform (GCP)ユーザーは、クラ
スターの削除保護オプションを有効にできるようになりました。これにより、ユーザーが誤っ
てクラスターを削除するのを防ぐことができます。詳細は、CCS を使用した GCP でのクラス
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https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.14/html/architecture/control-plane
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ターの作成 を参照し てください。

CSI Operator の更新の更新OpenShift Dedicated は、Google Compute Platform (GCP) Filestore
Storage の Container Storage Interface (CSI) ドライバーを使用して永続ボリューム (PV) をプ
ロビジョニングできます。詳細は、Google Compute Platform Filestore CSI Driver Operator を
参照してください。

新しい新しい GCP インスタンスのサポート。インスタンスのサポート。OpenShift Dedicated は、Google Cloud Platform でよ
り多くのワーカーノードタイプおよびサイズをサポートするようになりました。詳細
は、Google Cloud のコンピューティングタイプ  を参照してください。

1.1.3. Q1 2024

OpenShift Dedicated リージョンが追加されました。リージョンが追加されました。OpenShift Dedicated on Google Cloud
Platform (GCP)が Delhi、India (asia-south2)リージョンで利用できるようになりました。利用
可能なリージョンの詳細は、リージョンと可用性ゾーン を参照してください。

ポリシー制約の更新。ポリシー制約の更新。OpenShift Dedicated on Google Cloud Platform (GCP)ユーザー
は、constraints/iam.allowedPolicyMemberDomains 制約を持つクラスターをデプロイできる
ようになりました。この機能により、ユーザーは Identity および Access Management ポリ
シーで使用できる ID のセットを制限し、リソースの全体的なセキュリティーを強化できます。

1.1.4. Q4 2023

ポリシー制約の更新。ポリシー制約の更新。OpenShift Dedicated on Google Cloud Platform (GCP)ユーザーは、
GCP ShieldVM ポリシーで必要なように、クラスターのインストール時に UEFISecureBoot を
有効にできるようになりました。この新機能により、ブート、カーネルレベルのマルウェアま
たはルートキットからの保護が強化されます。

クラスターインストールの更新。クラスターインストールの更新。OpenShift Dedicated クラスターを Google Cloud Platform
(GCP)共有 VPC にインストールできるようになりました。詳細は、CCS を使用した GCP での
クラスターの作成 を参照し てください。

OpenShift Dedicated on Google Cloud Marketplace の可用性。の可用性。Hybrid Cloud Console を介し
て Google Cloud で OpenShift Dedicated (OSD)クラスターを作成する場合は、希望する請求
モデルとして Google Cloud Marketplace を選択できるようになりました。この請求モデルによ
り、Red Hat のお客様は、Google Cloud Marketplace を通じて購入した OpenShift Dedicated
に対して Google Committed Use Discounts (CUD)  を利用できるようになります。詳細
は、Google Cloud Marketplace を使用した GCP でのクラスターの作成 を  参照してください。
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